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【目的】
骨格筋は形態的にも機能的（収縮特性および代謝
特性）にも、外的または内的刺激に応じて変化する
可塑性に優れている。たとえば、発育により筋容積
が増大するばかりでなく、抗重力筋の場合は遅筋化
も進行する。筋力トレーニングは筋肥大を誘発させ、
持久性トレーニングは有酸素的代謝能の改善をもた
らすことはよく知られた現象である。逆に、長期間
のベッドレストや関節固定、宇宙飛行等による筋活
動の抑制は、速筋化を伴った筋萎縮を誘発するとい
う報告も枚挙にいとまがない。ところが、筋活動の
レベルに応じた筋の可塑性が、どのようなメカニズ
ムで制御されているのか、詳細は不明である。そこ
で、我々は筋の可塑機構の解明を目指した一連の研
究を続けている。今回は、筋衛星細胞がどのような
関与をしているのか追求した研究結果の一部につい
て報告したい。
【方法】
実験1：成熟オスWistar Hannoverラットを16
日間後肢懸垂し、その後さらに16日間ケージ内飼育
した場合のヒラメ筋筋線経の反応を追求した。単一
筋線経を腱から腱まで完全に採取し、同一筋線経に
おける核数、核容積、DNA含有量、休止期および活
性期衛星細胞数、それに筋線維横断面積を分析した。
衛星細胞は、筋線維全体における総数に加えて、各
部位における分布も測定した。さらに、床上安静時
皐＿星逆後置懸垂中のビラ才徳を＿＿4些＿串型坦e塾y垂で
固定後、単一筋線経を取り出し、各部位における筋
節長を測定した。
実験2：Wistar系オスラットの前脛骨筋への
cardiotoxin（CTX，0．5mLoflO甚MCTX）注入による
損傷に対する筋特性の反応および損傷からの回復に
対する温熱刺激の影響を追求した。温熱刺激として
は、CTX注入前または後に覚醒ラットを4lOcに60
分暴露した。分析項目は、筋重量に加えて、横断切
片における病理学的分析およびPax7陽性核の染色、
仝筋における水分量、タンパク質量、それに72kD
熱ショックタンパク質（HSP72）発現量等であった。
【結果および考察】
実験1：後肢懸垂は、筋核および休止期・活性
期衛星細胞数の減少を伴った筋線維萎縮を誘発した。
さらにDNAの総含有量は不変であったが、個々の
筋核容積が大きくなり、DNA濃度は有意に低下した。
筋線維末端部は正常であったが、筋線維中央部にお
ける筋節長は、後肢懸垂中（張力発揮が不可能な）
2．叫m以下に短縮していた。衛星細胞の分布も筋節
長と密接に関連し、筋線維中央部ではほとんど消失
した。これらの指標は、その後16日間の床上飼育で
回復した。この結果、後肢懸垂に伴う筋線維萎縮は、
筋節の短縮によるmechanicalloadの減少に起因した
衛星細胞の消失が主たる原因であるということが示
唆された。
実験2：筋湿重量および水分量は、温熱刺激の
有無にかかわらずCTX注入翌日に増大した。しかし、
7－14日後には回復した。正常コントロールラットに
おける筋タンパク質量は、温熱刺激7日後に上昇し
た。筋タンパク質量はCTX注入により減少したが、
温熱刺激により回復が促進された。HSP72発現およ
びPax7陽性核数は、CTX注入により減少したが、
握疎刺穀により回復が早まった。また、CTX注入に
よる筋損傷の回復にも、温熱刺激が効果的であった。
これらの結果、温熱刺激による損傷筋の回復促進は、
Pax7陽性核の反応で示唆されるように、衛星細胞数
の増加または活性化によることが分かった。
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